
ふじのくに
景観形成計画

自然、文化、歴史が織りなす
“ふじのくに回遊式庭園” の実現に向けて

平成29年３月

静 岡 県

概要版



時間 空間

人

●郷土の誇りとなる景観を受け継ぎ、 
次世代に良好な景観を継承

●個々の取組を長期的に積み重ね、 
歴史に残る景観を形成

歴史を継承し、
新たなふじのくにの魅力を育む

●施設単体から広域まで、空間的な 
連続性を持った景観の形成

●自然景観と都市景観が調和する 
景観の形成

ふじのくにの
個性を磨き、魅力を創出する

●人々の日常的な活動に 
根ざした景観の形成

●あらゆる活動の中に 
「美の意識」を導入

持続性のある
景観活動を展開する

景観形成方針  

理念　　　　　　　　　　 

景観は、空間的・時間的に広がりと連続性を持ち、それらを共有する全ての人々の活動によって育まれています。
目指す姿の実現に向け、３つの基本方針に基づき景観形成に取り組みます。

美しく心豊かな暮らし「ジャパニーズ・ドリーム」の実現に向け、先人が守り築いてきた豊かな自然・文化・

歴史に根ざした景観に愛着と誇りを持ち、敬意を払い、未来へと継承していく景観形成を進めていきます。

※いずれもイメージ
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景観形成は、単に視覚的に美しいものを形成するだけではなく、

「地域らしさ」を大切にし、「心の豊かさ」を感じることができる地域づくりに

つながるものです。

潤いのある豊かな暮らしの創造
心の豊かさを感じられる暮らしは、ゆとりやうるおい、安らぎを感じることができる日頃の景
色の中で育まれることから、良好な景観の形成は、地域の快適性や安全性の向上につなが
ります。

世界の憧れを呼ぶ静岡の実現
広く国内外の人々に本県の美しさや豊かさ、そして歴史を知ってもらうことは、その後「また
訪れたい」、「もっと静岡県の魅力に触れたい」という観光客や交流客の増加へとつながります。

県土・郷土に対する誇りや愛着の醸成
県土・郷土に対する住民の誇りや愛着は、「地域らしさ」を守り、育て、活かす原動力となり、
その「地域らしさ」は、居心地の良い住環境やコミュニティを求める人々をその地域へと引き
寄せることにつながります。
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計画では、この他に、県土を５地域に区分した「地域別の景観形成の方向性」「公共事業の景観形成方針」を示しています。写真提供：静岡県観光協会、富士山静岡空港ホームページ、沼津市、浜松観光コンベンションビューロー、中日本高速道路株式会社、JR東海株式会社

静岡県のシンボルとなる
重要な景観であること

複数の県又は複数の市町にまたがる広域的な景観であること又は
複数の市町によって広域的に展開する景観形成の取組であること

広域景観の
設定基準 象徴性 広域性

●海岸の水辺景観の保全・形成

●駿河湾の眺望の保全

●海上から眺められる景観の保
全・形成

●駿河湾らしい港湾・漁港景観
の形成

　  駿河湾

　  伊豆半島
●魅力的な沿道景観の形成

●美しい眺望景観の形成

●個性豊かな愛着を持てる地域景観

浜名湖

大井川流域・
牧之原大茶園

駿河湾

伊豆半島

富士山

旧東海道
国
土
軸

ふじのくに回遊式庭園と７つの広域景観 �

ふじのくに回遊式庭園

静岡県を印象づける広域景観の景観形成を、積極的にけん引・調整・支援していきます。

※広大な敷地を巡りながら、地形の変化にあわせて次々に繰り広げられる
景観を鑑賞する日本の伝統的な庭園様式のひとつ

●湖岸の水辺景観の保全・形成

●湖岸景観と一体となったまち
なみの形成

●浜名湖の眺望景観の保全・
形成

　  浜名湖

目指す姿

県土全体を一つの広大な回遊式庭園※に見立て、

駿河湾をぐるりと取り囲む各地の美しい景観を

社会総掛かりで磨き上げることで、世界の憧れ

を呼ぶふじのくにの豊かな暮らしを実現します。

　  国土軸
●車窓から眺められる景観の形成

●駅・インターチェンジ周辺における
景観の形成

　  富士山
●富士山の眺望景観を阻害するも

のの整除

●富士山周辺の魅力的な景観の保全

●富士山への眺望景観の創出

　  旧東海道
●街道の保全・形成

●宿場町に残る歴史的景観の保全・
形成

●歩いて楽しめる東海道の景観の形成

●静岡のシンボルとなる
茶園景観の保全

●観光客周遊ルートにお
ける景観の保全

●茶園や富士山と調和した
空港周辺の景観の形成

　  大井川流域・牧之原大茶園



主要方策を支える10の仕組みづくり

・市町景観行政の積極的支援
・自然景観の保全・復元
・農山漁村景観の保全・活用
・良好な市街地・産業地景観の確保
・歴史的・文化的な景観資源の 
保全・活用

静岡の景観を全ての地域から
底上げする

・県費助成や許認可等を通じた 
景観形成

・公共施設整備を通じた 
景観形成

ありとあらゆる機会を活用して
景観形成に取り組む

・景観に対する意識を変えていくための普及啓発
・景観形成を担う人材の育成
・協働による景観形成
・景観形成を支える財源の確保・支援

自立した持続性のある県民・事業者に
根ざした景観形成を進める

・公共空間の高質化
・屋外広告物の適正な規制・誘導

国内外に誇れる高質な
公共空間を形成する

・富士山　・伊豆半島　・大井川流域・牧之原大茶園
・駿河湾　・浜名湖　　・旧東海道　・国土軸

広域景観形成を
さらに加速させる

・推進体制の強化
・技術力の向上
・外部視点による評価

景観形成を
マネジメントする

底上げ高質空間

マネジメント

持続性機会活用

広域景観

⑨技術力の向上
⑩多面的モニタリングの実施

マネジメント

④景観法の活用促進
⑤専門アドバイザーの派遣

底上げ

⑦人材ネットワークの構築
⑧多様な活動財源の確保

持続性

②公共施設のデザインチェック
③屋外広告物行政への民間活力導入

高質空間

⑥県費助成等を活用した景観形成
機会活用

①広域景観協議会の設立・運営
広域景観

目指す姿の実現に向けた主要方策
「ふじのくに回遊式庭園」の実現に向け、全県を挙げて取り組みます。
静岡を代表する景観の形成及び市町・県民・事業者等のモデルとなる
景観の形成は、より重点的に取り組みます。 けん引 調整 支援

県の役割



「ふじのくに景観形成計画」は、静岡県が誇る美しい景観を、社会総掛かりで世界水準へと更に磨き上げていくことを目指し、県土の景観形成方針、広域景観の
景観形成方針、県が取り組むべき方策や行動計画を示すものです。
本計画は、静岡県総合計画を上位計画とする景観形成に関する分野別計画（任意計画）です。
県の責務と役割のもと、県が取り組むべき方策を着実に実現していくための仕組みを構築する
“景観形成マネジメント”を重視しています。

発行：静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課
〒420-8601 静岡県静岡市葵区追手町9番6号　TEL：054-221-3490

支援 支援 参画

意見・提言

助言

助言

多様な外部関係者

学識経験者

参画

参画
事業者・市民団体

（仮称）景観形成推進
アドバイザー

広域景観協議会

けん引・調整・支援

県

市町

ふじのくに景観形成計画 概 要 版
ふじのくに景観形成計画についての

詳しい情報はこちらへ

ふじのくに景観形成計画 検索

各主体の役割  

取組の推進体制  

景観は、民有空間と公共空間によって構成されていることから、県民や事業者、行政がそれぞれの役割を担いながら、
景観形成に取り組むことが重要です。

景観形成の取組・事業を着実に進める体制をつくるとともに、市町、事業者等の景観形成における積極的な関わり
を促すため、景観形成推進アドバイザーによる助言等の支援の体制を整えます。

「ふじのくに景観形成計画」について  

計画期間 平成29年度～平成38年度（10年間）

http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-530a/h28plan.htmlURL

県 景観形成を
けん引・調整・支援

●広域景観の形成・保全
●モデルとなる良好な景観形成
●市町や県民等に対する支援

市 町 地域の景観形成の
コーディネート

●景観の規制・誘導
●公共事業における景観形成
●住民や事業者の活動支援
●普及啓発活動

支援・普及啓発・情報発信

連携・協力

協力 協力

けん引・
調整・支援

事業者

事業活動を通じた
景観形成

県 民

景観形成の
主役
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